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への圧迫 たが、事実様々な宗教法規によって、非 徒宗教活動は極度に制限されたものと った。こ ため非国教徒不満は、国教会の独占的支配に対抗 て、信仰の自由を要求する運動をひき起すこととなるが、そ を特徴づけ は、十八世紀二十年代以後特に活濃となっ 、ドイツ人やスコヲチ・アイリッシュらの内部地方への大量移住であり 彼らをまきこんだ大覚醒運動の興奮であった
9
即ち、辺境の自営農民の若々しいェ、ネルギ
ーが、大覚醒を通じて主として不服従派の信仰 くみ られ、そこから東部 国教専制に対す右反抗の地盤 培わ た であわ〉また、こうした不服従派の増大は、国教会内部の腐敗と相まって、ジェファソン（吋－
F
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ザチ、アイリッシュ系の長老派と、専ら貧しい階層に訴えた浸礼派の牧師達であった。彼らは「寛容令」（一六八九年の）の拡張による布教活動の自由を要求し、また進んで議会への請願を行った。中でも浸礼派は、早くから信仰の自由 ために教会の 家からの独立を信条とした宗派で、植民地時代において、国教会制度そのものを公然と攻撃した唯一の宗派であっ 。
こうした不服従派の請願を前に、植民地議会は、一七六九年以
降、彼ら 要求 審議するこ を余儀なくされた。しかし、国教会員が大多数を占める議会は、対英抗争の面には積極的関心を示しても、かかる国内改革の面ではなお極めて冷淡であった。一七七四年から七五年にかけ、下院 宗教委員会（円
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と考えられ、「寛容」を「自由」に代える 則だけがとりいれられたのである。そしてこの事実は、信教自由の原則的宣言に拘らず、この段階では 国教会制度の廃止はなお日程 上りえなかったことを意味するものであった。
邦憲法の制定におけるのと同様、ここにも保守派と急進派との
妥協的側面がうかが が 他面そ にみられる高 政治的なプロパガンダ性は、その簡略で
柔軟
な解釈を許す表現と相まっ
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におけ 信教自由の闘いの背景をよく描き出し、また自然権の理論を見事に適用している点、及び信教自由の市民的自由一般 の関連を力説 いる点で、代表的なものといえ だろう。
こうした不服従派からの抗議に対して、既得の権益を守ろうと
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運動を推進したものは、主として内部地方を基盤とする非国教徒大衆であり、彼らに支援きれ 一部啓蒙政治家たちであった。前者の国教会専制に対する攻撃が、信教自由に関する社会全般の世論をよび起し、それが国教会制度その のの廃棄と、自然権としての平等 権利の要求 まで高めら た き、啓蒙的政治家たちのすぐれた思想と手腕によって強回 理論化され、法律化されていったといえるだろう。
しかし、多くの請願にもみられるように、非国教徒大衆のこの
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